[8] 社会教育活動・社会貢献 by 千葉大学環境リモートセンシング研究センター & CEReS
― 0 ― ―  ―
専　　攻:工学部
学　　位:学士
指導教官:梶原康司
（本郷千春）
学生氏名:加藤恵子
論文題名:衛星・気象データを用いたてん菜の収量推定
専 攻 名:理学部・地球科学科
学　　位：学士（理学）
指導教官:本郷千春
学生氏名:槇原浩子
論文題名:気象要素が水稲作況指数に及ぼす影響の要因解析
専 攻 名:理学部・地球科学科
学　　位：学士（理学）
指導教官:本郷千春
［8］　社会教育活動・社会貢献
・生涯教育・社会貢献
（高村民雄）
1. 市川市地球温暖化対策地域推進計画策定検討委員会　座長　H20.9〜 H21.3
（近藤昭彦）
1. 市川市第4回市民講座（タウンミーティング）『水の安全性と健康管理』　講演題目:「身近な水・地
域の水からの安全安心」（2009.1.30）
（久世宏明）
（社）計測自動制御学会リモートセンシング部会運営委員会主査
（社）日本リモートセンシング学会編集委員会副委員長
（本多嘉明）
宇宙航空研究開発機構招聘研究員
日本写真測量学会理事
NPO法人宇宙からの地球観測を考える会理事
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NPO法人モンゴルエコフォーラム運営委員
日本測量協会評議委員
（樋口篤志）
1. 学術情報ネットワーク（SINET）の活用事例としての取材対応（http://www.sinet.ad.jp/case/chiba/
interview）（2008年6月27日）
2. 第2回「地球気候系の診断に関わるバーチャルラボラトリーの形成」講習会（衛星観測データ解析）
の実施.千葉大学環境リモートセンシング研究センタ （ー2008年9月10-12日）
3. 2008年度日本水文科学会学術大会主催（集会委員,実行委員）.千葉大学西千葉キャンパス　自然科
学研究科1号館　大会議室（2008年9月20-21日）
4. Higuchi,A.（2008）:Lecture6:GeostationaryMeteorologicalSatellites.The18thIHP（International
HydrologicalProgramme）TrainingCourse,3-15November2008,Nagoya,Japan（2008年11月6日）.
5. フジテレビ系情報番組「めざましテレビ」にて,3月9日未明に発生したプーケット沖ボート転覆事故
にかかる気象状況の解説に際し,VL支援室作成のMTSAT画像が使用.（2009年3月11日放映分）.
（J.T.スリスマンティヨ）
1. J.T.SriSumantyo, "DevelopmentoftheNextGenerationMicrosatelliteforEarthMonitoring,One
DayWorkshoponUnmannedMappingTechnology:DevelopmentandApplications（UnMapTech2008）,
AulaTimurInstituteofTechnologyBandung,9June2008
2. J.T.SriSumantyo,DistingushedLecture :SyntheticApertureRadarTechnology,Universityof
Diponegoro,Indonesia,31Oktober2008
3. "JosaphatTetukoSriSumantyo:Gettingresearchofftheground　（ヨサファット　テトォコ　スリ
スマンティヨ　:　地球表面の研究）"TheJakartaPost新聞,2008年9月8日
4. 「世界が注目する「逸材」を救った奨学財団」、フォーサイト雑誌、p.62-64、2009年2月（新潮社）
5. 「千葉大学が地球観測衛星:レーダに工夫高精度で小型化、14年度メド、災害時にも活用」、p.33、千葉・
首都圏経済、日本経済新聞、2009年3月18日
（本郷千春）
1. 本郷千春:北海道新聞、衛星写真や気象記録を駆使、（ビート栽培支援システムを紹介）、2009.3.5
2. 本郷千春:十勝毎日新聞、セミナ 「ーてん菜生産の課題」とは、2009.2.28
3. 本郷千春:十勝毎日新聞、「地域に雇用生む産業」（ビート生産の重要性を語る）、2009.3.8
4. （研修講師）平成20年度農林水産省委託「第1期」普及推進専門講習会、リモートセンシングの
NOSAIへの活用、講義:2008.8.5
5. 平成20年度農林水産省委託「第2期」普及推進専門講習会、リモートセンシングのNOSAIへの活用、
講義:2008.8.19
6. 平成20年度農林水産省委託「第3期」普及推進専門講習会、リモートセンシングのNOSAIへの活用、
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講義:2008.10.28
7. 平成20年度農林水産省委託「第4期」普及推進専門講習会、リモートセンシングのNOSAIへの活用、
講義:2009.1.20
8. 平成20年度農林水産省委託　農作物共済専門講習会、リモートセンシングのNOSAIへの活用、講
義:2009.2.18
（早崎将光・山本宗尚）
1. 第2回「地球気候系の診断に関わるバーチャルラボラトリーの形成」講習会（衛星観測データ解析）
の実施.千葉大学環境リモートセンシング研究センタ （ー2008年9月10-12日）.
2. 山本宗尚,賀茂競馬図屏風に関する一考察.賀茂関係絵画資料研究会（京都産業大学日本文化研究所
月例研究会）,京都産業大学（2008年10月21日,依頼）.
3. Yamamoto,M.K.（2008）:Practice1:GeostationaryMeteorologicalSatellite（GMS）Data
Analysis.SatelliteRemoteSensingofAtmosphericConstituents-The18thInternationalHydrological
ProgrammeTrainingCourse,3-15November2008,Nagoya,Japan（2008年11月7日）.
4. フジテレビ系情報番組「めざましテレビ」にて,3月9日未明に発生したプーケット沖ボート転覆事故
にかかる気象状況の解説に際し,VL支援室作成のMTSAT画像が使用.（2009年3月11日放映分）.
・外部委員など（学会・団体などの理事・評議員・委員などの名称）
（建石隆太郎）
1. InternationalSteeringCommitteeforGlobalMapping（ISCGM）WG4chairman
2. 日本リモートセンシング学会会長
3. 日本写真測量学会理事
4. 環境省地球環境研究企画委員会第1研究分科会委員
5. 国立環境研究所地球環境研究センター運営委員会委員
6. ㈶リモート・センシング技術センターALOS利用協議会専門委員
（近藤昭彦）
1. 水文・水資源学会・理事・総務委員長
2. （財）日本リモートセンシング学会・評議員
（樋口篤志）
1. 水文・水資源学会　第11期編集出版委員会幹事長　研究調整委員
2. 日本水文科学会　集会委員
3. 日本地球惑星科学連合　財務委員　教育問題検討委員　大会運営委員
4. 日本学術会議,環境学委員会・地球惑星科学委員会合同IGBP・WCRP合同分科会MAHASRI（モン
スーンアジア水文気候研究計画）小委員会委員
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5. AsianMonsoonYears（AMY2007-2012）WorkingGroup1:ObservationCoordinationWorkingGroup
（OCWG）Member
6. 千葉大学付属図書館研究開発室（ライブラリーイノベーションセンター）室員
（J.T.スリスマンティヨ）
1. 公益財団法人　サトー国際奨学財団　理事
2. ベルギー科学政策庁（BELSPO）ベルギー地球観測プログラム評価員
3. マレーシア・マルチメディア大学　外部評価員
4. インドネシア・インドネシア大学　AdjunctProfessor
5. インドネシア・バンドン工科大学リモートセンシングセンター　HeadDivision
6. インドネシア・ウダヤナ大学　客員教授
（本郷千春）
（社）日本リモートセンシング学会・学術委員
リモートセンシング実利用推進委員会、委員
（早崎将光・山本宗尚）
・財団法人賀茂県主同族会評議員（山本）
・独立行政法人国立環境研究所客員研究員（早崎）
・環境省黄砂問題検討会黄砂実態解明調査解析ワーキンググループ委員（早崎）
［9］　センターの行事
・国際シンポジウム（建石隆太郎）
　第14回CEReS国際シンポジウム及びSKYNETワークショップ
　気候変動研究に於けるリモートセンシングの役割と、地球放射収支の推定に関する研究を中心とした、
第14回CEReS国際シンポジウムが千葉大学けやき会館で、2008年11月13日-14日の両日開催された。併
せて、「SKYNET観測網によるエアロゾルの気候影響モニタリング」研究が開始3年目を迎えたことから、
これまでの活動の中間まとめと問題点を話し合う場としてSKYNET国際ワークショップを、同時に開催
した。ワークショップ及びシンポジウムは次のタイトルで行われた。
The14thCEReSInternationalSymposiumandSKYNETworkshopon
“RemoteSensingoftheAtmosphereforBetterUnderstandingofClimateChange”
シンポジウム 1 日目は Aerosolobservationandmonitoring（エアロゾルの観測とモニタリング）、
Atmosphericmonitoringanditstechnique（大気観測とその技術）の 2つの口頭発表セッションおよび
